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5．大型研究
先端的グローバル・ビジネスとITマネジメントーGl。bal　e－SCMに関する研究一
山　下　洋　史
　明治大学商学研究所では、2001年4月にGlobal・Businessリサーチ・プロジェクトとe－Commerce
リサーチ・プロジェクトを立ち上げ、それぞれ先端的グローバル・ビジネスとITマネジメントの
調査・分析を展開してきた。これら2つのリサーチ・プロジェクトは、その研究活動を通して、
SCM（サプライチェーン・マネジメント）からGlobal　SCMへ、　SCMからe－SCMへという流れを
見出し、それぞれGlobal　SCMとe－SCMに関する研究を蓄積してきた実績を持つ。
　本研究プロジェクト「先端的グローバル・ビジネスとITマネジメントーGlobal　e－SCMに関す
る研究一」は、これら2つのリサーチ・プロジェクトを発展的に統合することにより両研究のシ
ナジーをめざすべく、5年間の研究期間で設立された大型研究プロジェクトであり、文部科学省
より2002年4月に「学術フロンティア推進事業」として選定されている。本研究プロジェクトの
めざすシナジーとは、企業活動のグローバル化によって生じる時間的・空間的制約をIT、特に情
報通信ネットワークが克服する役割を果たし、それがさらにグローバル化を進展させることを意
味する。そのために、本プロジェクトでは、Global　e－SCMのマネジメント・コンセプトを新たに
提唱し、これに関する学際的な理論構築とそれを実務に活かすための経営情報システム
（MAPS－TOC；Master　Production　planning　System　based　on　TOCおよびGlobal　MAPS－TOC）の
開発を進めてきた。
　本研究プロジェクトでは、こうした学際的な研究活動を通して、グローバル化と情報化が著し
く進展している現在の社会環境に対し企業が徽極的にアプローチしていく際の方向性を示してき
た。それは、ドメスティックな最適化からグロ・一一・Lバルな最適化という方向性（スマート・グロ・一一一
パリゼーション）であり、そのための、ICT（lnformation＆Communication　Technology）を活用し
た企業活動の同期化（スマート・シンクロナイゼーション）、企業と顧客との間のインタラクティ
ブな関係の形成、グローバルなサプライチェーン全体での情報共有・知識共有である。
　こうした研究活動の最終年度となる2006年度のテーマはく共同研究の総括報告〉であり、この
5年間に生み出された多くの研究成果を体系化し、それらをグローバルな視点から広く社会に公
表するために、①「戦略的グローバルSCM」の出版（同文舘，2007年2月刊行予定）、②12月の
国内シンポジウム「サプライ・ネットワークの全体最適化をめざして一スマート・ビジネスとIT
マネジメントの視点から一」、③3月の国際会議「ETHICOMP2007」を行った。また、2007年3月
に5年間の研究成果を集約した研究成果報告論文集を発行した。
　さらに、2004年度の中間報告以降の成果に関する「知識共有」を図るべく、今年度も継続的に
研究会を開催し、計8回の研究会と2回の全体会議を実施した。これらの研究成果は、Global
e－SCMのマネジメント・モデルとして集約され、戦略的グローバルSCM、組合せ制約理論（TOCC）、
スマート・シンクロナイゼーションを柱にした理論体系を提示した。こうしたGlobal　e－SCM研
究は、商学・経営学・情報科学・経営工学にまたがる学際的研究であり、社会科学と自然科学を
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融合させた新たな学問領域の開拓に寄与しうるものと確信している。
　一方、本研究プロジェクトの5年間に渡る研究成果は、国内学会・国際会議での報告が300件
以上、論文・著書が200本以上という膨大な量となっており、こうした成果はプロジェクト・メン
バーの積極的な研究活動を示すものであろう。
　以上のような研究活動は、多くの方々のご協力に支えられてきた。とりわけ、明治大学の商学研
究所・社会科学研究所の関係者、商学部事務室・研究所事務室のスタッフの方々には、Global　e－SCM
研究センターの設置およびその後の研究活動に対して温かいご支援をいただいた。また、本研究
プロジェクトの外部評価委員会の先生方には、ご多忙にもかかわらず、我々の研究活動の評価に
多くの時間を割いていただいた。これらの多くの方々に、改めて深く感謝の意を表したい。
　最後に、本研究プロジェクトがGlobal　e－SCMという新たな学際的研究領域の「フロンティア」
となり、グローバル化と情報化のシナジーを理論と実務の両面から支える存在となることができ
れば、この上ない幸いである。
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